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研究要旨 

平成 28 年に東日本大震災の被災地である岩手県大槌町の成人住民を対象とした口腔関連保健状況

のコホート調査を継続実施した。平成 28 年は前回までの調査と同様に未処置歯が減少し、処置歯数

が増加し、2 度以上の動揺歯を有する者の割合は減少していた。一方、4 mm 以上の歯周ポケットの

ある者の割合はわずかに上昇し、歯科医療供給体制の復興に上回る調査対象者の高齢による歯周組織

の変化が示唆された。また、WHOの歯周組織検査基準の改訂に伴い、同調査でも新たな基準を取り

入れた。 

口腔粘膜疾患は本年度悪性腫瘍の検出はなかったものの、前癌病変／状態が高頻度に検出され、歯

周病同様に被検者の加齢の影響が推察された。 

口腔関連QOLについて初回調査と 3年後の平成 26年調査の結果を比較したところ平成 26年には

有意に向上していた。また初年度調査では中高年であることがQOL の低下要因だったのに対し、平

成26年では年齢が高いほどQOLが低い結果となった。 

60 歳以上の者の口腔カンジダ菌については 3 年目の追跡調査を行った。平成 26 年と 27 年を比較

検討した結果、両年度調査でカンジダ菌が検出された者はいずれの菌種においても菌量が多く、1.1 

log CFU/ml 付近をカットオフ値とした場合に両年度とも検出される者が高い尤度比で識別可能であ

った。本結果の周術期臨床などへの応用が期待された。 

 

 
Ａ．研究目的 
平成 28 年度には岩手県大槌町において平成 23

から27年度と同様の口腔保健関連調査を行った。

それらの結果から、復興過程における歯科保健状

況のデータを蓄積し、今後の歯科保健対策立案の

ための資料とすることを目的とした。 

 
Ｂ．研究方法 
１．歯科保健状態に関する継続的調査 

歯科保健状況調査対象地域と口腔内診査ならび

に口腔関連QOLのアンケート調査は平成23年の

初回調査以来、同様の項目について調査を行って

いる。平成23年度以降の調査の参加者（途中同意

撤回者除く）は、平成 23 年 1,999 名（男性：765

名、女性：1,234 名、平均年齢 61.4±14.4 歳）、平

成24年1,537名（男性583名、女性954名、平均

年齢63.2±13.6歳）、平成25年度には1,445名（男

性531名、女性914名、平均年齢64.4±13.3歳）、

平成 26 年は 1,290 名（男性 476 名、女性 816 名、

平均年齢65.3±12.9歳）であり、本年、平成27年

には 1,257 名（男性 452名、女性 805 名,平均年齢

66.3±12．7 歳）、平成 28 年には 1,179 名（男性

426名、女性753名、平均年齢67.1±12.7歳）が調

査に参加した。さらに、平成23年から平成27年

までの5回の調査をすべて受診した958名につい

て、現在歯数、未処置歯数、歯周ポケットを有す

る者の割合、2 度以上の動揺歯を有する者の割合

の推移を対応のある統計学的検定により分析して

公表した（学会発表3）。 

 

２．口腔粘膜疾患の調査 
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これまでの調査と同様に岩手医科大学歯科医療

センター歯科口腔外科所属の歯科医師が他の口腔

内検査とは別ブースで視診により検出することに

専従した。 

 

３．口腔関連 QOL と客観的口腔関連指標ならび

に災害体験との関連 

これまでの調査と同様に、臨地調査前に対象者

にGeneral Oral Health Assessment Index (GOHAI)を

配布し、調査現場に持参してもらい、調査員が記

載を確認して回収した。 

 

４．口腔カンジダ菌の分布と自覚症状に関する追

跡調査 

平成 26 年 5 月に研究対象とした 266 名（男性

115名、女性151名、平均年齢72.3歳）の継続調

査を試み、平成27年の205名に続き、185名（男

性 78 名、女性 107 名、平均年齢 73.8±7.0 歳）の

協力が得られた。調査方法は前2年と同様に口腔

試 料 の ク ロ モ ア ガ ー カ ン ジ ダ 培 地

（CHROMagerTM）による培養とアンケート調査で

ある。 

 また、平成26年の断面調査結果を詳細に分析し、

口腔カンジダ菌の分布と関連要因ついて公表した

（論文1）。 

 

５．大学院生研修 

平成27年と同様に平成28年も被災地の口腔健

康調査を歯学研究科大学院の選択コースとして組

み入れ、11月期の1泊2日に4名の大学院生を研

修させた。 

 

６．倫理面への配慮 

平成 26 年までの調査と同様にヘルシンキ宣言

に基づき岩手医科大学医学部研究倫理委員会の承

認（H23-69）を得て行われた。また、会場毎に、

今年度からの辞退、中断による不利益のないこと

を説明したうえで同意を得て調査を行った。口腔

診査については昨年度同様にパーテションの使用

による個別の診査ブースの設定など、可及的にプ

ライバシーを保護した状況で行う工夫を講じた。 

 

Ｃ．研究結果 
１．歯科保健状況の年次推移 

平成 23 年度～28 年度の一人平均 D 歯数は

1.08→0.96→0.71→0.61→0.47→0.44 と年次減少し

ていた。D 歯数の減少に伴い、F 歯数は

7.10→7.28→7.36→7.63→7.78→8.36 と増加してい

た。一方、一人平均M歯数は平成23年度～26年

度までは12.1 → 12.5 → 12.8 → 13.2 と増加して

いたが、平成 27 年度は 13.2 歯と、前年同様の値

に留まり、平成28年には13.0と減少した。 

 CPI の検査対象歯を有する者のうちで CPI コー

ド3以上の者（4mm以上の歯周ポケットを持つ者）

の割合は、46.8%（723/1,544人）→45.6%（541/1,187

人）→41.0％（448/1,093人）→34.6%（338/976人）

→32.2% （302/939 人）と年次減少していた。し

かし平成28年調査では41.1% (368/896人)と上昇

した。一方、動揺度2以上の歯を有する者の割合

は、平成23年から27年までの10.8% （167/1,544

人）→9.1%（108/1,187人）→6.1%（976/1,093人）

→5.9%（58/976人）→5.1%（48/939人）という減

少傾向が継続しており、平成28年は3.0 %（27/896

人）であった。また、平成28年度から、WHOの

口腔診査基準の改訂に準じ、歯肉からの出血の有

無を調査したところ、調査対象歯がある者のうち

では53.3%に出血が認められた。また、平成27年

度調査までのう蝕、歯周病に関する調査結果をま

とめ、公表した（学会発表3、5）。 

 

２．口腔粘膜疾患調査結果 

平成23年から27年までに発見された悪性腫瘍、

白板症、扁平苔癬の者はそれぞれ4名、41名、29

名であった。平成28年調査では 

悪性腫瘍は発見されず、白板症15名、扁平苔癬9

名であり、前癌病変／状態の症状が高頻度に検出

された。また、2011 年から 2015 年までの調査結

果をまとめて公表した（論文2）。 

 
３．口腔関連QOLの推移 

 平成23年から平成26年までの4回の歯科健康

調査をすべて受診し、GOHAI アンケートに欠測
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値のない945名（男性350名、女性595名、初回

調査時平均年齢63.2±12.8歳）を対象に、震災後3

年間の口腔関連 QOL の変化を検討し、公表した

（学会発表 1）。その結果、平成 26 年は 23 年に

比べ、Friedman 検定で有意に高いGOHAI スコア

を呈していた（平成 23 年の中央値 54.0 に対し平

成26年の中央値56.0）。 

 

４．口腔カンジダ菌の分布 

 平成26年度に調査した266名の結果を詳細に分

析して公表した（論文1）。また、 

平成26年と27年の比較検討した結果、両年度調

査でカンジダ菌が検出された者はいずれの菌腫に

おいても菌量が多く、1.1 log CFU/ml付近をカット

オフ値とした場合に両年度とも検出される者が高

い尤度比で識別可能であった。この結果は学会発

表として公表した（学会発表2、4）。 

  

Ｄ．考察 

１．歯科保健状況の年次推移 

1 人平均喪失歯数が前年度調査よりも減少した

ことは、調査対象者のうち喪失歯数の多い高齢の

者が調査からドロップアウトしているためと推察

された。また4 mm以上の歯周ポケットを有する

者の増加は調査対象歯を持つ被検者の高齢化によ

る歯周病の進行を示唆しているかもしれない。一

方、2 度以上の動揺歯を有する者の割合は継続し

て減少していた。これは、抜歯など調査結果に反

映される歯科医療的介入は動揺歯に対してなされ

るが、ポケット形成の段階ではなされないことが

原因ではないかと考えられた。今後、同一被検者

の歯周組織の変化を分析する必要があると思われ

た。 

 

２．口腔粘膜疾患調査結果 

本年度、前癌病変／状態が高頻度に検出された

ことは、歯周病同様に被検者の加齢が関与してい

るものと推察された。これらにより高齢者の口腔

を定期的に検査し、悪性腫瘍に進行する前段階で

粘膜病変をスクリーニングすることの重要性が示

唆された。 

 

３．平成23年調査における口腔関連QOLに関わ

る要因 

平成23年と平成26年でGOHAIスコア48未満

の低QOLとなる要因は、残存歯数が少ないこと、

未処置歯を有することが共通であった。一方、震

災後間もない初回調査時は、50-60 歳代の中高年

が QOL 低下要因であり、70 歳以上の高齢である

ことは低 QOL と逆相関を呈したのに対し、平成

26 年では年齢が高いほど QOL が低い結果であっ

た。このことは、震災直後は中高年が生活を立て

直すためのプレッシャーを感じ、歯科治療を受診

する機会もなかったのが、3 年後には生活がある

程度落ち着き、移動手段を持たない高齢者よりも

受診機会も増したことが原因ではないかと推察さ

れた。 

 

４．口腔カンジダ菌の分布 

 口腔カンジダ菌はある程度菌量が多い者で2度

の調査で安定して検出されたことから、本研究で

設定したカットオフ値よりも少ない菌量の場合は、

一過性の、定着が確立していない状態を検出して

いる可能性が示唆された。今後、さらに追跡調査

し、繰り返し検出の状況を検討することで、定着

か一過性の検出かの識別が可能となると考える。

この結果は、周術期口腔管理の臨床で行われてい

るカンジダ菌のスクリーニング結果の解釈にも大

きな影響を与えるものと期待される。 

  

Ｅ．結論 

平成 27 年度調査までは東日本大震災被災地住

民の口腔内状況は復興に伴い向上していたが、平

成 28 年度調査では住民の高齢化が口腔内に反映

される結果となっていた。また、口腔カンジダ菌

は菌量が少ない場合、口腔に定着していない可能

性が示唆された。 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
１．特許取得 

 なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

  なし  


